家庭礼拝　2012年2月8日　マルコ5章21－43　ヤイロの娘と長血の女
　賛美歌3　扉を開きて　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌456　わが魂を愛するイエスよ
起

今日は、ヤイロの娘の話と長血をわずらっていた女の話が出てきます。どちらも良く知られた、印象的な話なので、みんな良く知っている話だと思います。ですが、危険なのは知っていると思っていることは、なかなかそこから成長しない事があります。自分は知っていると思って、そこで成長が止まってしまうことがあるのです。むしろ、私達は、まだまだ分かりませんと、主の教えを願う必要があるのかもしれません。今週の神山教会で、宮本牧師が、私は十字架の意味が分からないと言った老婦人の話しを紹介し、皆さんは十字架の意味が分かっているでしょうかと問いました。そのとき皆さんは、心の中でどのように反応したでしょうか。分からないと言うのが恥ずかしいと思ったでしょうか、分からないと言うことを正直にいえたでしょうか、それとも、私だって少しくらい知っていると思ったでしょうか。私達が、もっと深い信仰へと導かれるために、まだまだ知るべきことすら知らないと言うことを受け入れて行くことが必要なのかもしれません。そのことを覚えて、今日の聖書の話を聞きたいと思います。
今日のこの二人のことを考えた場合に、一つ共通の思いがあると思うのです。それは、イエス様に癒しを願うことがとても恥ずかしいことだと思い、非難の恐れにとらわれていた、と言うことです。ですが二人はその恐れを乗り越えて行動したのです。
ヤイロは会堂長の一人です。会堂長というのは、その地域の長老であって、何人かでその役割を果たしていました。その地域ではそれなりに尊敬されている有力な人物です。この人に従っている人々も多くいたと思います。そして、その幼い娘は12歳になっていましたが、死にそうになっていたのです。実は当時のユダヤ社会では、12歳と言うのは、もう結婚が許される年なのです。いわば成人になったばかりなのです。この娘をかわいがっていたヤイロは、きっと、そう遠くない娘の結婚を夢見て希望を抱いていたと思うのです。ですがその娘が今死にそうなのです。そこに癒しの奇跡を行うと言うイエス様がやってきたのです。ヤイロはそれを聞いて、喜び勇んでイエス様に助けを求めたのでしょうか。そうではないと思うのです。私はここにヤイロの苦しい葛藤があったと思うのです。なぜならば、イエス様は、会堂側とは難しい関係にありました。それは伝統的なユダヤ教のしきたりを守ろうとする会堂側と、古いしきたりを超えようとするイエス様のとの葛藤です。きっとパリサイ人達は、それぞれの会堂にイエスを入れるなと知らせまわっていたと思うのです。そしてこのヤイロの周りにいた親族や関係者達そして会堂長の仲間もまたそれを知っていたと思うのです。ヤイロは娘の命を助けたい一心で、その葛藤を乗り越えて、イエス様に助けをもとめる事を決心しました。もうそれ以外にすがるものはなかったからです。ですが周りの人たちは、そんなことをしてはいけない、あなたはみんなから尊敬されている会堂長なのだから、そんな取り乱して、イエスのような、いかさま師の所に行ってはいけないと言われたのではないでしょうか。他の会堂長もそのように止めたのではないでしょうか。私がそう思うのは、これだけ娘の命を心配している父親が、どうして、その死にそうになっている娘の側を離れることができるのだろうかと言うことです。どうしてほかの人を使いに出してお願いしなかったのだろうかと言うことです。他の人では、本気になってイエス様に助けを求めてくれる人がいなかったのだと思います。最終的にヤイロは、娘の命を助けるためならば、回りのどんな非難やあざけりも省みることなく、会堂長の身分でありながら、イエスの前に膝まづくことを選んだのです。しかも公衆の面前ですべてのプライドも体面も脱ぎ捨てて、イエスに願ったのです。私はこのヤイロに、このような背景を感じるのです。
もう一人は長血の女です。12年間も出血が止まらなかったと書かれています。この12年と言うのは正確な数字ではなく、概数でとても長い間と言う意味になるのだそうです。この女の場合は、その病気のために、普段は人前に出ることができないような、忌み嫌われる存在だったのです。もしこれが普通の病気だったならば、この女の人は必死になって、自分の病気を説明して、癒しをお願いしたかもしれません。あの癲癇の子供を持った父親のように、信仰のない私をお許しください、と言った父親のように、その病状を説明して癒してもらおうとしたかもしれません。ですが、この女はそれができなかったのです。あからさまにできない事情があったのです。それは、長血をわずらっていると言う、忌み嫌われる病気のせいだったかもしれないし、全財産をその癒しにつぎ込んでも、癒されることのなかった愚かな女と、冷笑されるためだったかもしれません。

会堂長ヤイロとこの長血を患っていた女は、イエス様にその癒しを願うことは、人々の冷笑とあざけりと軽蔑を招くかもしれないことだったのです。ですが、二人ともその様な、外面的なことを振り捨て、ただイエス様ににその救いを願った人たちなのです。イエス様にかけたのです。私達信仰者も、この社会にあって、科学的ではない宗教を信じているものと言う、そのような冷笑、あざけり、軽蔑を受けつつも、それを超えて、イエスキリストの救いに希望を見出したものたちなのではないでしょうか。それに賭けたものではないでしょうか。
承

さて、聖書に戻って、その内容を確認したいと思います。イエス様は悪霊に取り付かれたゲラサの人を癒した後、村人達の、この地方から去ってほしいと言う願いを聞いて、また船に乗り込んで向こう岸に行ったと書かれています。このときの向こう岸というのは、最初出発したゲネサレト付近ではなくて、ずっと南のナザレに近いところで、ガリラヤ湖の南側だと思います。と言うのは、この後は故郷のナザレに行くからです。その向こう岸という所にイエス様たちが着かれると、大勢の群集がイエス様の側に集まってきました。そこに、この会堂長の一人のヤイロが、イエス様を見て足元にひれ伏して、こうお願いしたのです。「わたしの幼い娘が死にそうです。どうか、おいでになって手を置いてやってください。そうすれば、娘は助かり、生きるでしょう。」そこには、先ほどお話した、娘を助けたい一心で、回りの反対を押し切ってイエスの元にひれ伏した、ヤイロの必死さがあったのではないでしょうか。その必死な願いを聞いて、イエス様はヤイロと一緒に出かけることにしました。ところがそこには弟子達や大勢の群集が取り囲んでいて、なかなか前に進むのもはかどりませんでした。ヤイロはこのときどんなにあせりに似た気持ちでいたことでしょうか。一刻も早く行かないと娘は死んでしまうと、とても心配していたのだと思います。そのようなときに、もう一つの出来事が起こったのです。それが長血の女の出来事です。
この長血をわずらっている女についてこのように書かれています。25節,26節です。
マコ 5:25　さて、ここに十二年間も出血の止まらない女がいた。

マコ 5:26　多くの医者にかかって、ひどく苦しめられ、全財産を使い果たしても何の役にも立たず、ますます悪くなるだけであった。

　　この女の人は、長い年月、その血が止まらなかったといいます。きっと貧血で顔色は青ざめており、やせて病的な感じだったのだと思います。少なくとも最初はある程度裕福な生活をしていたのだと思います。全財産と言えるものを持っていたのだと思います。この女の人も、何とかこの病気を治して社会復帰したい、普通の暮らしがしたいと思ったのでしょう。このように、不浄な女として、礼拝もできず、人中にも出られず、社会から疎外されている生活から、何とか抜け出したいと思ったのでしょう。あの医者が良いそうだ、あの薬が効くそうだ、と言われて、なけなしの財産を何度もつぎ込んで治そうとしましたが、良くなるどころかますます悪くなるばかりだったようです。たぶんそれを見ていた人たちは、あんな医者にだまされるなんて、なんと愚かな女だろう、何度も同じような間違いをするなんてどうしようもない女だ、と思っていたかもしれません。しかも、不浄な女として、市場にも神殿にも公衆の面前にも出られなかったのだと思います。もう全財産を使い果たし、捧げるお金もなく、生活するのも大変になっていたと思います。人前に出れば、退けられるかもしれないことを覚悟して、必死にイエス様の後を追ったのだと思います。もうこのイエス様の前で、自分の病を癒してくださいと言う勇気もありませんでした。ただ、最後の望みとして、このイエス様の服にでも触れば癒されるかもしれないと思って、多く人ごみの中を、細い弱い体で、必死に近寄って、イエス様に気づかれない様に後ろからそっと、イエス様の服に触ったのです。そしてその時、奇跡が起こったのです。27節から29節です。
マコ 5:27　イエスのことを聞いて、群衆の中に紛れ込み、後ろからイエスの服に触れた。

マコ 5:28　「この方の服にでも触れればいやしていただける」と思ったからである。

マコ 5:29　すると、すぐ出血が全く止まって病気がいやされたことを体に感じた。

　　イエス様の服にでも触れれば癒していただける、そう信じて、必死になって、人を掻き分け、ただイエス様の後姿だけを目掛けて、そして必死の思いで、イエス様の服に触れたのです。すると、その体に不思議な力が流れたのを感じたのです。それは、出血がまったく止まって病気が癒されたことを体に感じたのです。それは、血が止まったことを確認したのではなく、病気が癒されたことを確信したのだと思います。するとイエス様はその出来事が起こったことに気づかれたのです。イエス様から力が出て行ったことに気がついたのです。そしてこう言ったのです。30節から32節です。
マコ 5:30　イエスは、自分の内から力が出て行ったことに気づいて、群衆の中で振り返り、「わたしの服に触れたのはだれか」と言われた。

マコ 5:31　そこで、弟子たちは言った。「群衆があなたに押し迫っているのがお分かりでしょう。それなのに、『だれがわたしに触れたのか』とおっしゃるのですか。」

マコ 5:32　しかし、イエスは、触れた者を見つけようと、辺りを見回しておられた。
イエス様は、自分の内から力が出て行ったことに気がつき、そこに尋常ならない、信仰の力が働いたことを知ったのです。そしてその信仰の持ち主を探そうとしたのです。「わたしの服に触れたのはだれか」と言われて、周りを見回しましたが、弟子達にはそのことの意味が良く分かっていませんでした。「群衆があなたに押し迫っているのがお分かりでしょう。それなのに、『だれがわたしに触れたのか』とおっしゃるのですか。」と、常識的な判断をしたのです。これは、触れたという意味が違うのです。弟子達が答えたのは物理的に触れたことを言ったのですが、イエス様の言ったのは、信仰的に霊的に触れたことを言ったのです。そのような強い信仰を持って私に触れたのは誰かと見回したのです。この女の人は、それが自分に起こったことのせいだとすぐに分かりました。霊的に分かったのです。そしてそのことを黙っていることができませんでした。それまでは、ありのままに語ることができず、隠れて誰にも気づかれないようにしていたのが、今は、イエス様の前に勇気を持って、ありのままに話すことができました。33節と34節です。
マコ 5:33　女は自分の身に起こったことを知って恐ろしくなり、震えながら進み出てひれ伏し、すべてをありのまま話した。

マコ 5:34　イエスは言われた。「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。安心して行きなさい。もうその病気にかからず、元気に暮らしなさい。」

　イエス様は、この女の人に娘よと呼びかけました。このように呼びかける箇所は他にはないのです。とても慈愛に満ちた呼びかけをしたのだと思います。そして、その信仰をたたえて、あなたの信仰があなたを救った。安心していきなさい。と言ったのです。ヤイロとこの長血の女の人に共通するのは、この必死な信仰です。もう周りの人がなんと思おうとただひたすらに、イエスキリストを信じる信仰です。その信仰に命をかけたのです。イエス様は、その信仰に答えたのでした。そして、長血の女の人には奇跡が現れました。一方、ヤイロの娘はどうなったでしょうか。
転
このような話をしている間も、ヤイロは気が気ではありませんでした。一刻を争う状況だったのです。ですが、イエス様が、この長血の女と話している最中に、会堂長の家から人が来てこう言いました。35節と36節です。
マコ 5:35　イエスがまだ話しておられるときに、会堂長の家から人々が来て言った。「お嬢さんは亡くなりました。もう、先生を煩わすには及ばないでしょう。」

マコ 5:36　イエスはその話をそばで聞いて、「恐れることはない。ただ信じなさい」と会堂長に言われた。

　ついに恐れていたことが起こってしまったのです。会堂長の家から来た人々は、「お嬢さんは亡くなりました。もう、先生を煩わすには及ばないでしょう。」と言ったのです。ヤイロはどんなに悲しみ落胆したでしょうか。人々の反対を押し切ってまでしたことが無駄になってしまったと思ったのではないでしょうか。この家から来た、使いの言葉には、もう少し早く来てくれれば助かったのにと言う思いが少しも感じられないのです。マルタの兄弟ラザロがなくなったとき、マルタはイエスにこう言いました。「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたしの兄弟は死ななかったでしょうに。」そのような気持ちが出るのが自然です。ところが、この使いの人たちは、もう先生を煩わすには及ばないでしょう、と言って、むしろイエス様を家に入れることを拒んでいるように思えます。むしろ慇懃無礼にさえ思えます。この娘が亡くなったことにも憐れみを覚えているような気がしないのです。その落胆し悲しんでいる会堂長ヤイロとの話をイエス様は側で聞いていたのです。36節と37節です。
マコ 5:36　イエスはその話をそばで聞いて、「恐れることはない。ただ信じなさい」と会堂長に言われた。

マコ 5:37　そして、ペトロ、ヤコブ、またヤコブの兄弟ヨハネのほかは、だれもついて来ることをお許しにならなかった。
イエス様が、側で聞いてくださっているとはどんなに大きな救いでしょうか。私達信仰者にはこのことが側近くで起こっているのです。イエス様はヤイロにこう言いました。「恐れることはない。ただ信じなさい」。この言葉は恐れと不安にとらわれているものにとって、救いと希望を与える言葉です。この言葉は恐れる弟子達にも与えられた言葉でした。そして、恐れや不安にとらわれてしまいがちな、私達にも言われている言葉です。「恐れることはない。ただ信じなさい」。私達は、余計なことを考えて恐れてはいけないのです。なすべきことはただ信じることだけなのです。長血の女が祝されたのも、ただ信じることにおいて素晴らしかったからなのです。イエス様は、道を急ぐのに足手まといになる群集や弟子達を後に残して、ペトロ、ヤコブ、ヨハネの3人だけを連れて、道を急ぎました。38節から40節です
マコ 5:38　一行は会堂長の家に着いた。イエスは人々が大声で泣きわめいて騒いでいるのを見て、

マコ 5:39　家の中に入り、人々に言われた。「なぜ、泣き騒ぐのか。子供は死んだのではない。眠っているのだ。」

マコ 5:40　人々はイエスをあざ笑った。しかし、イエスは皆を外に出し、子供の両親と三人の弟子だけを連れて、子供のいる所へ入って行かれた。

　イエス様が会堂長の家に着かれると人々が大声で泣きわめいていました。イエス様は「なぜ、泣き騒ぐのか。子供は死んだのではない。眠っているのだ。」と言いましたが、それに希望を持つものはいませんでした。むしろそこにはあざけりがあったのです。この嘲りはヤイロにも向けられたと思います。ヤイロ以外の人々に、本当の悲しみは感じられません。ヤイロは、ただ信じなさいと言われたことを信じ、死んだのではない、眠っているのだと言うイエス様の言葉を信じて、イエス様に従ったと思います。イエス様は、皆を外に出し、子供の両親と三人の弟子だけを連れて、子供のいる所へ入って行かれました。信じないものたちを遠ざけられたのです。そして、子供の側でこういったのです。41節と42節です。
マコ 5:41　そして、子供の手を取って、「タリタ、クム」と言われた。これは、「少女よ、わたしはあなたに言う。起きなさい」という意味である。

マコ 5:42　少女はすぐに起き上がって、歩きだした。もう十二歳になっていたからである。それを見るや、人々は驚きのあまり我を忘れた。

　　信じるものに奇跡が訪れました。イエス様が子供の手を取って、タリタ、クムと言うと、子供がすぐに起き上がって歩き出したのです。このマルコによる福音書は、ペトロから聞き取った伝承です。ペトロはこのときイエス様が言われた「タリタ、クム」と言うアラム語の言葉に、強い力と印象とを持たれたのでしょう。この言葉はパウロの胸のうちに、いつまでも強く残っていたのだと思います。これを見た人々は、驚きのあまりわれを忘れたとかかれています。驚きのあまり、半狂乱になったのでしょう。ペトロは、このことを、死からの蘇りとして語っています。このことを、仮死状態になっている人を目覚めさせたのだろうと言う、常識的な判断を入れたら、それは信仰ではなくなるかもしれません。イエス様は、この娘が本当に生き返ったのだと言うことを示すように、食べ物を与えるように言いました。奇跡は本当に起こったのです。
結

今日のヤイロの話と長血の女の話は、いかに信じることが大切なのかを、ひしひしと私達に伝えてきます。どのような冷たい目があったとしても、どのようなあざけりがあったとしても、私達の苦しみや恐れを、側近くで聞いていてくださるイエス様が、「恐れることはない、ただ信じなさい」と言い、「死んだのではない、眠っているだけだ」と言ってくださるのです。そのことをひたすらに信じて、恐れや不安や人の目や、あざけりを捨て去って、ただ信じて必死になってイエス様に従うとき、「あなたの信仰が、あなたを救った」、と言うイエス様の祝福の言葉で迎えられるに違いないのです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様。今日のあなたのみ言葉に感謝いたします。今日の聖書から、人の言葉やこの世のことに惑わされず、恐れず、ただ信じることの大切さを教えられるものです。私達にも、時として、不安や恐れが襲い掛かるものです。そのときに、自分の力を信じて抵抗するのではなく、無力な自分を見つめ、救い与えてくださるイエス様を目掛けて、ただひたすらに、必死になって、イエス様のみ前に膝まづくものでありますように。そして、恐れることはない、ただ信じなさいという言葉を聴いて、信仰の上に立つものでありますように。そして、あなたの信仰が、あなたを救ったと言う、イエス様の祝福の言葉が与えられることを信じて、最後のときまで、信仰に立って歩んでいくことができますように導いてください。この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆ヤイロの娘とイエスの服に触れる女

マコ 5:21　イエスが舟に乗って再び向こう岸に渡られると、大勢の群衆がそばに集まって来た。イエスは湖のほとりにおられた。

マコ 5:22　会堂長の一人でヤイロという名の人が来て、イエスを見ると足もとにひれ伏して、

マコ 5:23　しきりに願った。「わたしの幼い娘が死にそうです。どうか、おいでになって手を置いてやってください。そうすれば、娘は助かり、生きるでしょう。」

マコ 5:24　そこで、イエスはヤイロと一緒に出かけて行かれた。大勢の群衆も、イエスに従い、押し迫って来た。

マコ 5:25　さて、ここに十二年間も出血の止まらない女がいた。

マコ 5:26　多くの医者にかかって、ひどく苦しめられ、全財産を使い果たしても何の役にも立たず、ますます悪くなるだけであった。

マコ 5:27　イエスのことを聞いて、群衆の中に紛れ込み、後ろからイエスの服に触れた。

マコ 5:28　「この方の服にでも触れればいやしていただける」と思ったからである。

マコ 5:29　すると、すぐ出血が全く止まって病気がいやされたことを体に感じた。

マコ 5:30　イエスは、自分の内から力が出て行ったことに気づいて、群衆の中で振り返り、「わたしの服に触れたのはだれか」と言われた。

マコ 5:31　そこで、弟子たちは言った。「群衆があなたに押し迫っているのがお分かりでしょう。それなのに、『だれがわたしに触れたのか』とおっしゃるのですか。」

マコ 5:32　しかし、イエスは、触れた者を見つけようと、辺りを見回しておられた。

マコ 5:33　女は自分の身に起こったことを知って恐ろしくなり、震えながら進み出てひれ伏し、すべてをありのまま話した。

マコ 5:34　イエスは言われた。「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。安心して行きなさい。もうその病気にかからず、元気に暮らしなさい。」

マコ 5:35　イエスがまだ話しておられるときに、会堂長の家から人々が来て言った。「お嬢さんは亡くなりました。もう、先生を煩わすには及ばないでしょう。」

マコ 5:36　イエスはその話をそばで聞いて、「恐れることはない。ただ信じなさい」と会堂長に言われた。

マコ 5:37　そして、ペトロ、ヤコブ、またヤコブの兄弟ヨハネのほかは、だれもついて来ることをお許しにならなかった。

マコ 5:38　一行は会堂長の家に着いた。イエスは人々が大声で泣きわめいて騒いでいるのを見て、

マコ 5:39　家の中に入り、人々に言われた。「なぜ、泣き騒ぐのか。子供は死んだのではない。眠っているのだ。」

マコ 5:40　人々はイエスをあざ笑った。しかし、イエスは皆を外に出し、子供の両親と三人の弟子だけを連れて、子供のいる所へ入って行かれた。

マコ 5:41　そして、子供の手を取って、「タリタ、クム」と言われた。これは、「少女よ、わたしはあなたに言う。起きなさい」という意味である。

マコ 5:42　少女はすぐに起き上がって、歩きだした。もう十二歳になっていたからである。それを見るや、人々は驚きのあまり我を忘れた。

マコ 5:43　イエスはこのことをだれにも知らせないようにと厳しく命じ、また、食べ物を少女に与えるようにと言われた。
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